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平成２２年５月２６日（水）、ホテルアバローム紀の国で平成２２年 和歌山県知事表彰式が開催さ

れ、和歌浦地区防災会が知事表彰を受賞しました。                                

これまでの和歌浦地区防災会の功績と活動状況を紹介します。                  

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～  

１１１１．．．．これまでのこれまでのこれまでのこれまでの活動内容活動内容活動内容活動内容    

和歌浦地区防災会は、平成１１年８月に結成、

平成１７年２月に組織再編され、「自分たちの町

は、自分たちで守る」という意識のもとで活動し

ている自主防災会です。 

平常時から住民の防災意識を高めるための取

り組みとして、地震への備えを記載した冊子「わ

が家の安心防災手帳」や「和歌浦地区安心安全マ

ップ」を防災会主体で作成し、各戸へ配布すると

ともに、地区防災会の活動、防災に関する情報を

伝える防災広報誌「防災わかうら」を年２回発行

し、住民個々の防災意識の高揚を図っています。 

また、災害発生時に地域住民が協力して避難・

救出・救護等を円滑に行うため、「災害時助け合

い制度」を実施し、住民同士が助け合える仕組み

作りを展開しています。 

平成１８年には、行政と連携して、地震災害を

想定した実際の動きを確認するため、津波避難訓

練及び避難所運営体験訓練を実施しました。 

これらの和歌浦地区防災会の活動内容は、平成

１９年度防災まちづくり大賞の優良事例として

評価されました。 

また、平成２１年には防災会が中心となって訓

練の企画立案を行い、和歌浦地区自主防災訓練を

実施しました。 

２２２２．．．．今後今後今後今後のののの活動方針活動方針活動方針活動方針    

和歌浦地区では昨年１１月１１日に大雨（和歌

山市で時間雨量１２２．５㎜）による浸水被害を

受けました。このときは、情報伝達等の課題が残

りました。 

今年度はこれまで行ってきた広報誌の発行や

「災害時助け合い制度」の更新を継続するほか、

地区防災訓練では情報伝達・避難誘導訓練を計画

しています。 

今後は、子供から高齢者まで多くの住民が参加

し、家庭で防災のことを考えてもらう活動を行い、

また、防災活動を通じて地域のつながりを重視し

たまちづくりを進めていきたいと考えています。 

 

原稿提供：和歌浦地区防災会 事業局長 唐門 武 様 

 

 
（みんなで学ぶ防災マップ発表の状況）   

 

 

（表彰式の様子） 

和歌浦地区防災会が和歌山県知事表彰を受賞しました！ 
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昭和の南海地震の体験者である海南市藤白在住  

川下 崇さん（８２歳）にインタビューを行い、体験

談としてまとめましたので紹介します。過去に地震や

津波を実際に体験された貴重な体験談です。 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～  

１１１１．．．．地震地震地震地震ががががきたとききたとききたとききたとき 

私は当時１８歳で被災体験をした一人であり、

仕事場は全流失等、大被害を受けた。 

昭和２１年１２月２１日午前４時すぎに発生

した南海地震を忘れることはできない。 

立って歩くことは出来ず、石垣に寄り添って立

つのがやっとという状況だった。一旦は寝間に入

るが、母親が少し早いが朝食を用意しているとき

に、「津波が来るぞ」という近所の人の呼びかけ

ですぐに父親と共に仕事着に着替えて浜（脇の

田）の仕事場へ走って行った。 

 私の家は小型木造船を造る船大工であり、仕事

場へ行くと第１波が来たのか、仕事草履ではベタ

ベタで歩きにくい位に潮が上がっていた。仕事場

の中には２～３日後に進水式をする漁船があっ

たが、仕事場の中まで潮は入っていなかった。 

 浜を見れば常に何隻か係留されている漁船は、

津波を察したのか沖へ出したらしく、１～２隻係

留されている程度であった。潮はまるで川の流れ

というか、洪水とは異なる速さで渦を巻きながら

引いていき、隣の小型船舶はロープが切れて転覆

し流されていった。 

 仕事場に入り、大工道具の大切なものは約５０

ｍ上の自宅に運ぶほか、進水式前の漁船にも積み

込んだ。仕事場の広場には、漁船を造る材料が山

積みであったので、杭を打ちロープで結んだ。 

潮の引くのを眺めながら、漁師等３～４名が寄

り添って焚き火をしながらそのこわい状況を話

し合っていた。 

 潮の引き具合は、黒江湾がまるで池の樋を抜い

た様に空っぽになってしまったくらいである。当

時、漁船（いわし・しらす漁をする木船を２隻結

っているもの）に漁師２人が乗っていたが、今の

住友海南鋼管の堤防付近の湾の中で、一番深い

「みご」というところに座ってしまった。その漁

船から乗っていた２人の漁師が泳いで戻って来

るのではなく、海の底を歩いて冷水了賢寺下の石

垣まで歩いて来た。海の底は「ヘドロ」と聞いた

ことはあるが砂地で歩きやすかったと言ってい

た。漁師が海の底を歩いて来た距離は約３００ｍ

～４００ｍ程度であるが、了賢寺下に着いたとき

には、潮は漁師の足元まで来ていた様に記憶して

いる。 

２２２２．．．．津波津波津波津波のののの被害被害被害被害についてについてについてについて    

 潮が引いてから小一時間経過した後、「潮がく

るぞ」と皆が騒ぎ出した。 

 湾の中が空っぽの状況からどっと押し寄せて

来るのだから、それは想像を絶するくらいすごい

ものである。黒江湾の津波は一律に押し寄せるの

ではなく、しばらくは海の深いところから潮が上

がってきた。その時は大潮程度でさほど怖いと思

わなかったが、潮位が上がるにつれて潮の勢いが

ものすごい。台風の潮とは違い、海の底から盛り

上がり押し寄せてきた。 

津波は黒江方面から日方方面へ押し寄せてき

た。冷水地区（脇の田）ではまだ１ｍくらいの潮

位であった。 

 私は父親に「先に逃げよしよ」と言ったが、潮

が雁木（がんぎ）（船着場の階段状の構造物）に

上ってきたので私も危険を感じ、すぐに逃げた。

３０ｍ余り走ったところで、川から押し上がって

きた潮が足のすねまでくると走ることが出来ず、

裏 山 へ 這

い な が ら

登 っ て 逃

げた。海の

見 え る と

こ ろ ま で

登 っ て 行

き、逃げて

き た ２ ～

～防災活動ひろば～ 

 

（川下さんが這い上がった裏山） 
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３人と潮の押し寄せる状況を見ていた。大人 2

人が川に落ち込み、５０ｍ余り押し流されたと言

っていた。 

しばらくすると、押し寄せる津波で湾内いっぱ

いになり、海は一瞬池の様にまたよく凪いだ海の

ように水平状態となった。あの空っぽになった湾

内が潮がいっぱいになったなあと眺めていると、

ドーンという腹に響くような音が鳴り、潮がどっ

と引き始めた。 

 潮が引く様子は半端なものではなく、想像を絶

する勢いである。日方川では河口から流れ出る倉

庫、タンス、家具、衣類、ドラム缶、人の乗った

まま流される釣船等、地獄絵そのものであった。

この引き潮により私の仕事場も流失した。 

 第２波の潮が引く程度は海の底が見えるまで

は引かず、磯の岩底が見える程度であった。また、

第３波、第４波になるにつれ、徐々に弱まってい

った。私の住んでいた冷水地区（脇の田）でも木

の枝に衣類が引っかかっていて、３間（１間は約

１．８ｍ）のものさおが届かなかったことから、

相当な高さの津波が押し寄せたことが分かる。 

３３３３．．．．最後最後最後最後にににに        

私は昭和２１年の南海道地震のほか、戦時中の

昭和１９年１２月７日に発生した東南海地震も 

 

 

 

地域地域地域地域とととと県立田辺工業県立田辺工業県立田辺工業県立田辺工業高等学校高等学校高等学校高等学校がががが連携連携連携連携したしたしたした    

防災活動防災活動防災活動防災活動についてについてについてについて    

（（（（ 田 辺 市田 辺 市田 辺 市田 辺 市 ））））     

田辺市において地域と県立田辺工業高等学校が連

携した活動の事例を紹介します。 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～  

１１１１，，，，地域地域地域地域とととと連携連携連携連携するためにするためにするためにするために！！！！    

～～～～地域地域地域地域とのとのとのとの交流交流交流交流をををを深深深深めるめるめるめる～～～～    

和歌山県の南部にある田辺工業高等学校は田

辺市のあけぼの地区に位置しています。 

和歌山県の予想震度では、この地域は震度６以

上の高い予想になっています。 

平成 22 年１月末現在で、田辺市は人口８２，

１４４人、あけぼの地区は８９１世帯２００１人

で、７０歳以上の高齢者は３００名です。高齢者 

    

愛知県岡崎市にて旧海軍甲種飛行予科練習生の

期間中に体験した。昼間であったが、大きく長く

揺れ兵舎も大半が傾斜した。また、昭和のチリ地

震による津波も体験しており、何度も大きな地震

や津波を体験した。だからこそ、地震・津波とい

えば、自分の体験を思い出して、心配になる。 

津波は一律に押し寄せてくるのではなく、潮位

何ｍと予測していても地形によりそれ以上の潮

位となることを知ってほしい。まず、はやく避難

することが大事であり、そのための教育指導を強

くお願いしたい。         

 原稿提供：川下 崇 様 

 

の 多 い 地

域 は 災 害

時 に 大 き

な 人 的 被

害 が 予 想

さ れ て い

ます。この

よ う な 状

況で地域の高校生として、大きな災害にあった時、

地域の役に立つことができないかと考えました。 

それには、まず、地域の人たちとの交流を深め

ておくこと、そして、日頃のあいさつやコミュニ

ケーションが大切と考え、町内会との連携事業を

はじめました。 

まず、地域清掃ボランティアを平成１４年６月

より始めました。 

平成１５年４月には、当時の校長先生は学校と

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（当時の仕事場から黒江湾を眺める。湾内が空っぽになって

しまったことを想像することはできない。） 

トピックス 防災・きのくに東西南北 

 

（町内会との合同防災訓練の様子） 
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して、あけぼの町内会に入会されました。これは、

よりお互いのつながりを深めるためです。 

そして、プルタブ回収運動を平成１５年６月よ

り実施しました。 

プルタブ回収運動は平成２２年度をもって終

了しますが、集まったプルタブは車イスに交換さ

れるだけでなく、回収運動を進めることで、空き

缶のポイ捨ても少なくなります。昨年までに、４

台交換しましたが、８００Ｋｇものプルタブを大

阪の業者に送る方法は、近くの運送業者の方がこ

の運動に賛同してくれて、無料で運んでくれてい

ます。いまでは、一般市民の方の協力も多く、１

年に１台のペースで集まっています。 

他に、町内会の盆踊り大会や防犯パトロールに

も参加し、学園祭には地域の方の作品を展示して

います。平成１６年１０月に起こった新潟中越地

震、平成１９年に起こった新潟中越沖地震の際は

募金活動を行いました。 

また、ボランティア清掃を毎月一回、月末の金

曜日を定例日に続けています。生徒会から全校生

徒に声をかけ、100 名～150 名が参加します。 

２２２２．．．．町内会町内会町内会町内会とととと合同合同合同合同のののの防災訓練防災訓練防災訓練防災訓練    

町内会との合同

防災訓練を平成１

８年より地域の方

が参加しやすいよ

うに、土曜日に行

うこととし、始め

ました。 

あけぼの町内会

の方へ防災訓練の

案内を８９０軒に

配布します。 

病院の方にお願いしている応急手当・応急搬送

訓練です。 

自衛隊の方にはテント設営やロープワークを

教えていただきます。 

消防署の方には消火訓練や煙体験をお願いし

ました。 

町 内 会 の 高

齢者や負傷者

の方を、本校へ

避難誘導しま

す。 

婦 人 会 の 方

とは一緒に、炊

き出し訓練を

行いました。 

敬 老 の 日 に

は、お祝いを兼

ね、ハガキを出

し、防災訓練へ

のお誘いをし

ています。 

３３３３．．．．高校生高校生高校生高校生がががが出前授業出前授業出前授業出前授業    

～～～～幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園にににに出向出向出向出向いていていていて園児園児園児園児とととと交流交流交流交流～～～～    

防災意識を幅広い世代に伝えるため、高校生が

出前授業をしています。 

平成２０年度は、園児用の『防災クイズ』を実

施しました。 

平成２１年度は、生徒で作詞をし、先生が作曲

した『防災ソング：たいへんだ～』を幼稚園で歌

うという企画を実施しました。 

以上が、田辺工業高校の取り組みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      原稿提供：田辺工業高等学校 教諭 三谷 泰生 様 

 

（幼稚園での出前授業 防災ソング：H21 年度） 

 

（車いす贈呈式） 

 

（応急手当・応急搬送訓練） 

 

（避難誘導訓練） 

 

（炊き出し訓練） 

 

（テント設営訓練） 
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御坊青年会議所御坊青年会議所御坊青年会議所御坊青年会議所のののの防災活動防災活動防災活動防災活動    

「「「「みんなでみんなでみんなでみんなで学学学学ぶぶぶぶ防災防災防災防災マッマッマッマッププププ」」」」    

～～～～地震地震地震地震にににに津波津波津波津波にににに負負負負けないゾけないゾけないゾけないゾ！！！！～～～～（（（（ 御 坊 市御 坊 市御 坊 市御 坊 市 ））））        

御坊市において御坊青年会議所が小学生と一緒に

実施した防災活動を取材しましたので紹介します。 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～  

１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに    

私達御坊青年会議所は、明るい豊かな社会の実

現を理想とし、よりよい社会づくりをめざし、ボ

ランティアや行政改革等の社会的課題に積極的

に取り組んでいます。 

この度、３月２０日（土）に、「みんなで学ぶ

防災マップ～地震や津波に負けないぞ!～」をテ

ーマに、御坊、日高地方の小学生そして保護者、

先生を対象に御坊市立体育館とその近辺で地震

災害の恐ろしさを学び、地震についての知識を身

につけ具体的な災害時の対応についてＤＩＧ（防

災マップ）を用い対策をシミュレーションする事

により、災害時に適切な対応をとれるよう机上訓

練を行う事を目的として開催致しました。 

２２２２．．．．子供子供子供子供とととと一緒一緒一緒一緒にににに行行行行ううううＤＩＧＤＩＧＤＩＧＤＩＧをををを計画計画計画計画したしたしたした目的目的目的目的    

近年、３０年以内に東南海地震が発生する確率

は６０％～７０％、南海地震が発生する確率は５

０～６０％と言われ、県内でも自主防災活動をは

じめ、各学校や主要施設の耐震補強等行われてい

ます。もしかすると、明日、今日、1 分後に地

震が起きるかも知れないと言われている時、老

若男女問わず襲いかかる地震災害では、特にお年

寄りや子供と言った人達が被害に遭い命を落と

す可能性が高いとされています。 

そこで、将来を担う子供達がもっと地震につい

ての認識や知識を深め、そして、自分達に無い新

しい発想で、家族、兄弟、友達と一緒になり、実

際に住んでいる場所で地震、災害に向き合って欲

しいと思い、このＤＩＧを計画致しました。 

３３３３．．．．活動内容活動内容活動内容活動内容    

開催は３月２０日(土)の１３：００から１６：

４５まで、御坊市立体育館で行いました。小学生

６０名、保護者を含め約９０名の参加で、第１部

として御坊市市民福祉部市民課生活安全・防災対

策室室長の大川秀樹氏に地震について説明して

頂きました。第２部として御坊市消防本部の方に

災害時の為の訓練

として応急処置の

仕方や消火器の使

い方の指導をして

頂きました。第３部

としてＤＩＧ（防災

マップ）の作成で、

学校で積極的に取り組んでこられた元小学校教

諭の椎崎ひろ子氏に防災マップ作成のポイント

を小学生に分かりやすく説明して頂きました。そ

して、火災時の煙体験をした後、実際に町を歩い

て危険な個所等をチェックしました。９０名を６

班に分け御坊市立体育館の周辺を３ルートで３

０分程度探索しました。そして、町歩きでチェッ

クしたことをもとに、みんなでＤＩＧ（防災マッ

プ）を作成し、最後に発表会で各班に地図の説明

をして貰いました。完成した防災マップは、後日、

御坊市役所ロビーにて一週間展示して頂きまし

た。子供たちには、再度、家の中や通学路で実際

に見て危険な場

所や災害時をシ

ミュレーション

して気付いて頂

ける様に、県か

ら支給して頂い

た子供向けのパ

ンフレットやハ

ザードマップを付けて持ち帰って頂きました。 

４４４４．．．．最後最後最後最後にににに    

大人と子供では、見る目線や発想、感受性が違

い、私達大人が気付かされる点も沢山ありました。

そして、DIG を通して図に描き発表する事で意

識を共有出来ました。（百聞は一見にしかず）と

ありますが、実際に町を歩いて危険な場所は沢山

ある事に気付き、家のブロック壁や普段通勤通学

している道も違った目線、災害になった時のこと

を思い描きながら歩く事によって普段歩いてい

る道が違う景色に成る事を感じ、その感覚を忘れ

ないで欲しいと思いました。未来ある子供達に少

しでも役に立ち、その時にこの事を思い出して生

き残って欲しいと願います。 

原稿提供：御坊青年会議所 谷本 聖和 様 

（作成した防災マップの一例） 

（防災マップ作成の様子） 
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那智勝浦町自主防災組織連絡協議会那智勝浦町自主防災組織連絡協議会那智勝浦町自主防災組織連絡協議会那智勝浦町自主防災組織連絡協議会のののの活動活動活動活動

についてについてについてについて    

 那智勝浦町自主防災組織連絡協議会（以下「協議会」

と言います。）は、「自分たちの町は自分たちで守る」

をスローガンに町の防災力強化を目指して取り組み

を行っています。その活動の一環として今年 6 月 25

日に実施されました「防災視察研修」についてご紹介

します。 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～  

1.1.1.1.    研修研修研修研修についてについてについてについて    

  那智勝浦町は南海トラフを震源に周期的

（100 年～150 年）に起こるとされる東南海地

震で、過去幾度となく大きな被害を受けてきま

した。そして今、「いつ起きても不思議でない」

と言われている東海地震と「近い将来に起こる」

と言われる東南海・南海地震の 3 つの大地震が

同時に起こる危険性も危惧されています。     

  私たちの町は紀伊半島の南東側に位置してい

ることから、今年の視察研修先は東南海地震へ

の備えで同じ境遇にある三重県にスポットを当

て、中でも地震・津波対策に積極的に取り組ま

れている尾鷲市自主防災組織との意見交換会と

尾鷲市防災センターの施設見学を行いました。 

2.  2.  2.  2.  研修研修研修研修のののの内内内内容容容容    

平成１７年９月に協議会が立ち上がってから、

今年で 4 回目の視察研修でしたが、協議会に所

属する 33 自主防災組織から 20 組織 33 名の協

議会委員が参加しました。 

尾鷲市役所に着いてまず目に入ったのが、市役

所と防災センターに掲げている「津波は逃げるが

勝ち！5 分で逃げれば被災者ゼロ」の横断幕です。

津波への関心の高さを感じるとともに、その言葉

は災害対策全般に当てはまっていると感じまし

た。災害を未然に防ぐには、一人ひとりが常に防

災意識を持って、災害が発生しそうな危険を感じ

たときは、まず安全な場所に避難することが大事

です。 

さて、研修は

防災センター

で尾鷲市自主

防災組織連絡

協議会の浜田

会長始め 4 人の自主防災組織会長にお越しいた

だいて意見交換会を行いました。尾鷲市の自主防

災組織は区、自治会単位で組織されていて、今年

６月１日現在７７組織（組織率９６．７６％）が

立ち上がっているとのことです。意見交換会では

浜田会長から「災害が発生した時に災害時要援護

者をどうするかが問題になっている。」との提言

があり、この課題について話し合いを行いました。 

 まず那智勝浦町からお話したのが、災害時要援

護者登録制度への取組みについてです。昨年 7

月にスタートさせたこの制度ですが、今年 2 月

には自主防災組織連絡協議会、民生児童委員協議

会、那智勝浦町の3つの団体で応援協定を結び、

町内の要援護者登録制度の啓発と情報収集に力

を入れていることをお話ししました。 

続いて尾鷲市の取組みを聞かせてもらいまし

たが、私がなるほどと思ったのが、小学生のため

の「津波避難の家」を指定していることです。子

どもたちの安全をまず確保して、その家の人が一

緒に避難する。正に町を上げての取り組みだと思

いました。また、各地区で強力な率先避難者を決

めておくことも大事で、率先避難者が引っ張れば

必ずみんながついて避難するでしょうと話され

ていました。 

この話し合いでは、尾鷲市の自主防災組織が私

たちよりも、より具体的な津波避難に取り組まれ

ているように感じました。 

3.3.3.3.    最後最後最後最後にににに 

尾鷲市では最近、津波を警戒して山側に家を建

てる人が多いそうですが、近年の集中豪雨で土砂

災害が発生し、大きな被害が出たそうです。 

災害の発生する危険性で同じ境遇にある町と

して、今回の研修で話し合ったことを参考に再度

地域ごとの危険性の拾い出しを行い、また自主防

災組織間の連携を強めていくことで防災力の向

上に努めていきたいと思います。 

原稿提供：那智勝浦町自主防災組織連絡協議会 会長 山 東 寛 様 

 

（尾鷲市役所の横断幕） 

 

 

（那智勝浦町の皆さん） （意見交換会の様子） 
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「紀の国防災人づくり塾」受講者を募集しています！ 

 地域の自主防災組織や企業等の組織などで、防災の中心的な担い手となる地域防災リーダーを育成する

ため、防災に関する知識、技術を学ぶ講座を開設します。 

自主防災組織で活動されている方、企業等の組織で防災に携わる方、これから地域で活動したいと考え

ている方、これからリーダーになろうと考えている方など、ぜひご応募ください。 

 なお、本講座修了者には、「ＮＰＯ法人日本防災士機構」が実施する「防災士資格取得試験」の受験資格

が付与されますので、ぜひ防災士資格取得試験の受験についてもお考え下さい。 

（（（（１１１１））））開催日時開催日時開催日時開催日時・・・・場所場所場所場所    

会場 開催場所 開催日 時間 備考 

和歌山市 和歌山県庁南別館

３階防災対策室 

（和歌山市湊通丁

北 2 丁目２－１） 

８/２２、 ９/２６ 

１０/１７、１１/１４ 

１２/５ 

１０時 

～ 

１６時前後 

 

日によって終了時間

が多少前後します 

※全て日曜日開催。 

※講座最終日の閉会式終了後に防災士資格取得試験があります。（受験希望者のみ） 

（（（（２２２２））））受講者受講者受講者受講者のののの募集募集募集募集    

 ・募 集 期 間  平成２２年７月５日（月）～平成２２年７月２３日（金） 

 ・募 集 対 象  和歌山県内に在住、在勤、在学の 16 歳以上で全講座出席可能な方 

 ・受 講 料  無料（ただし、防災士の資格取得に要する経費は各自負担） 

 ・募 集 人 員  １００名。応募者多数の場合は、申し込み先着順とします。 

・申 込 方 法  受講申込書に必要事項を記入し、郵送、ＦＡＸ又は e-mail で和歌山県危機管理局 

総合防災課まで申し込みをしてください。 

また、個人情報については、適正に取り扱い本来の目的以外には使用しません。 

・受 講 決 定  申込者あて当課より連絡します。 

・申 込 先  〒640-8585 和歌山市小松原通１－１ 和歌山県危機管理局総合防災課  

FAX 073-422-7652 e-mail e0114001@pref.wakayama.lg.jp 

・問い合わせ先  和歌山県危機管理局総合防災課防災企画班  TEL  073-441-2271 

 ・受講申込書や募集案内について 

  募集案内(受講申込書)や講座内容等については、市町村、各振興局、県庁総合防災課に置いています。 

  なお、県庁総合防災課ホームページにも掲載しておりますのでご利用下さい。 

～事務局より～ ［和歌山県危機管理局総合防災課］ 

～災害に備えて、メール配信サービスに登録しよう！～ 
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大きな地震が発生すると家具は凶器と化します。家具や家電などの正しい固定方法や、ガラスの飛

散防止方法の講習会を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

・ベ ー シ ッ ク コ ー ス

・エ キ ス パ ー ト コ ー ス

１ ５名 以 上

講 義 形 式 （実 習 な し ）

１ ０名 以 内

実 習 あ り

２ つ の コ ー ス よ り 選 択 し ま す

（所 要 時 間 ：約 1時 間 3 0分 ）

（所 要 時 間 ：約 3時 間 ）

・ベ ー シ ッ ク コ ー ス

・エ キ ス パ ー ト コ ー ス

１ ５名 以 上

講 義 形 式 （実 習 な し ）

１ ０名 以 内

実 習 あ り

２ つ の コ ー ス よ り 選 択 し ま す

（所 要 時 間 ：約 1時 間 3 0分 ）

（所 要 時 間 ：約 3時 間 ）

 

（エキスパートコース） 
（ガラスの飛散防止フィルム貼り） 

・県内在住、通勤通学しているグループで申し込んで

ください。 

・日時は原則として、ご希望に応じます。 

  （土、日、祝日、夜間可） 

・ご希望の会場にお伺いします。 

（講師の派遣や、配付資料等の費用は当方で負担しま

す。ただし、会場の手配やそれに係る費用については

申込者の負担となります） 

・お気軽にお問い合わせください。 

 

 

（ベーシックコース 講義の様子） 

 

（エキスパートコース）  
（トラック上での家具の固定実習）  

申込先 
  熊野小型運送株式会社 
  電話：０７３－４２８－３１５２ 

 
問い合わせ先 

和歌山県危機管理局総合防災課防災企画班 
電話：０７３－４４１－２２７６ 

この会報誌は和歌山県ホームページにも掲載されています。（カラー版） 

URL : http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/011400/bousai/jisyubou/jisyubou.html 

家具の転倒防止講習会を実施しています！ 

～事務局より～ ［和歌山県危機管理局総合防災課］ 

活動事例募集中！（地震・津波・洪水等の過去の災害の体験談も募集しています！） 
地域で防災活動に取り組まれている皆様の活動事例を本会報誌で紹介していきたいと考えています。また、

昭和の南海地震などの体験談も語り継いでいきたいと考えています。つきましては、活動事例等をご紹介い

ただける方がございましたらメール、ＦＡＸ、郵送にて下記までご送付願います。 

なお、紙面の都合により、ご提供いただいた方すべての原稿を掲載できない場合や原稿を修正させていた

だく場合もございますが予めご了承ください。字数等については、８００～１２００字程度でご検討いただ

ければ幸いです。また、活動の写真もご提供いただけましたら、原稿とともに掲載したいと考えています。 

記 

１ 提 出 先 和歌山県自主防災組織情報連絡会 事務局（和歌山県危機管理局総合防災課内） 

２ 提出方法 E-mail：e0114001@pref.wakayama.lg.jp  ＦＡＸ：０７３－４２２－７６５２ 

郵 送：〒640-8585 和歌山市小松原通 1-1 和歌山県庁危機管理局総合防災課 行き 

＊＊＊＊活動事例活動事例活動事例活動事例をををを会報誌会報誌会報誌会報誌にににに掲載掲載掲載掲載させていただくさせていただくさせていただくさせていただく場合場合場合場合にににに、、、、県総合防災課県総合防災課県総合防災課県総合防災課からごからごからごからご連絡連絡連絡連絡させていただくさせていただくさせていただくさせていただく場合場合場合場合もございますもございますもございますもございます

のでのでのでので、、、、住所住所住所住所、、、、氏名氏名氏名氏名、、、、電話番号電話番号電話番号電話番号をををを必必必必ずごずごずごずご記入記入記入記入のうえのうえのうえのうえ、、、、原稿原稿原稿原稿をごをごをごをご提供提供提供提供いただきますようおいただきますようおいただきますようおいただきますようお願願願願いしますいしますいしますいします。。。。    

【【【【おおおお問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先】】】】和歌山県危機管理局総合防災課 防災企画班ＴＥＬ：０７３－４４１－２２７１ 


